
 

 

 警 察 庁 

薬 物 銃 器 対 策 課 
 

１．薬物事犯検挙人員の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．覚醒剤事犯の検挙状況と暴力団の関与  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
３．人口 10 万人当たりの大麻事犯検挙人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 １ 最 近 の 薬 物 情 勢 に つ い て 

覚醒剤事犯検挙人員（人） 

13,121 13,524 13,411 13,542 13,862 

6,559 6,278 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 

4,645 3,970 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 

1,690 2,093 

H26 H27 Ｈ28 Ｈ29 H30 H30上半期 R元上半期

全薬物事犯検挙人員

うち覚醒剤事犯検挙人員

うち大麻事犯検挙人員

※ R 元上半期の数値は暫定値 

6,201 

(53.2%)

6,322 

(52.7%)

6,553 

(55.3%)
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(55.0%)
6,096 

(55.9%)

6,024 

(55.0%)
5,712 

(51.8%)
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(48.5%)
4,751 

(47.0%)

4,645 

(47.1%)
2,216 

(47.7%)

1,713 

(43.1%)

5,454 5,671 5,299 5,204 4,813 4,934 5,310 5,390 5,362 5,223 
2,429 2,257 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30上半

期

R元上半

期

うち暴力団構成員等

9,868
10,958 11,022

10,457 10,11310,90911,57711,85211,993
11,655

4,645 3,970

※ R 元上半期の数値は暫定値 
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  警 察 庁 

薬 物 銃 器 対 策 課 
 

１．警察における総合的な大麻事犯対策 

 (1) 大麻に関する実態調査結果（調査対象 H30 年：716 人、H29 年：535 人） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 大麻事犯の徹底検挙 

   大麻の栽培や密売等に関与している暴力団等の組織への取締りの徹底 

 

(3) 効果的な広報啓発活動の実施  

   大麻の有害性に関する正しい理解の促進 

  ⇒ 取組の１つとして、大麻に特化した初の専用ウェブサイトを開設 

 

 

 

 

 

 

 

２．警察における薬物再乱用防止施策 
  薬物再乱用防止パンフレットの作成・配布 

 

 ○ 薬物依存症について解説 

 

 ○ 薬物依存症から回復を続ける方々の手記を掲載 

 

 ○ 薬物依存症に関する医療機関・相談機関を紹介 

 

 

 

資 料 ２ 

大麻の危険（有害）性を軽視する理由（H30 調査） 

警 察 に お け る 大 麻 事 犯 対 策 等 

大麻に対する危険（有害）性の認識率の比較 

○ ＷＨＯ薬物依存専門会議の委員を務

めた有識者の解説動画 
○ 若年層に訴求力のある芸能人らがメ

ッセージを発するビデオクリップ 
○ 広報活動に使用可能なリーフレット

データ（対象者の属性別） 

26.9%

32.8%

37.4%

43.3%

22.4%

16.8%

8.4%

3.2%

4.9%

3.9%

H29

H30

全くない あまりない あり
大いにあり 不明

117

162

246

288

327

その他

大麻を支持する人は多い

酒や煙草よりも害はない（少ない）

依存性はない（弱い）

大麻が合法な国がある







薬物問題でお悩みの方へ

警 察 庁
平成30年度

相談してみませんか
薬物問題でお悩みの方へ

警 察 庁
平成30年度

相談してみませんか



薬
やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
症
しょう
専
せん
門
もん
医
い
療
りょう
機
き
関
かん
（P.13、14）

依
い

存
ぞん

症
しょう

患
かん

者
じゃ

が地
ち

域
いき

で適
てき

切
せつ

な医
い

療
りょう

を受
う

けられるよう
にするために、薬

やく

物
ぶつ

依
い

存
ぞん

症
しょう

に関
かん

する治
ち

療
りょう

を行
おこな

って
いる専

せん

門
もん

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

です。厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

が選
せん

定
てい

基
き

準
じゅん

を
設
もう

けています。

精
せい
神
しん
保
ほ
健
けん
福
ふく
祉
し
センター（P.15）

メンタルヘルスに関
かん

する高
たか

い専
せん

門
もん

性
せい

を有
ゆう

する行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

です。SMARPP（Serigaya Methamphetamine 
Relapse Prevention Program）などの認

にん

知
ち

行
こう

動
どう

療
りょう

法
ほう

プログラムや家
か

族
ぞく

教
きょう

室
しつ

を実
じっ

施
し

している機
き

関
かん

も増
ふ

えてきています。

薬
やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
症
しょう
回
かい
復
ふく
支
し
援
えん
施
し
設
せつ
（P.17）

当
とう

事
じ

者
しゃ

が主
しゅ

体
たい

となった依
い

存
ぞん

症
しょう

回
かい

復
ふく

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

です。
依
い

存
ぞん

症
しょう

という共
きょう

通
つう

項
こう

のある者
もの

同
どう

士
し

が支
ささ

え合
あ

い、グ
ループミーティングを中

ちゅう

心
しん

とした各
かく

自
じ

の取
とり

組
く

みを
行
おこな

うなどして、依
い

存
ぞん

症
しょう

からの回
かい

復
ふく

を目
め

指
ざ

していま
す。依

い

存
ぞん

症
しょう

から回
かい

復
ふく

した経
けい

験
けん

を持
も

つ職
しょく

員
いん

によって
運
うん

営
えい

されており、入
にゅう

所
しょ

型
がた

施
し

設
せつ

が中
ちゅう

心
しん

ですが、通
つう

所
しょ

利
り

用
よう

ができる施
し

設
せつ

もあります。これらの施
し

設
せつ

とし
て、ダルクなどが知

し

られています。

薬
やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
症
しょう
相
そう
談
だん
拠
きょ
点
てん
（P.15）

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

および政
せい

令
れい

指
し

定
てい

都
と

市
し

に設
せっ

置
ち

されている、
薬
やく

物
ぶつ

依
い

存
ぞん

症
しょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

の拠
きょ

点
てん

です。各
かく

施
し

設
せつ

には、
依
い

存
ぞん

症
しょう

相
そう

談
だん

員
いん

が配
はい

置
ち

されています。

家
か
族
ぞく
会
かい
（P.16）

薬
やく

物
ぶつ

依
い

存
ぞん

症
しょう

の当
とう

事
じ

者
しゃ

家
か

族
ぞく

が管
かん

理
り

運
うん

営
えい

している団
だん

体
たい

で、その多
おお

くはダルク（DARC：Drug Addiction 
Rehabilitation Center）などの回

かい

復
ふく

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

と連
れん

携
けい

を保
たも

ちながら、専
せん

門
もん

家
か

を招
まね

いて勉
べん

強
きょう

会
かい

を開
かい

催
さい

した
り、家

か

族
ぞく

がそれぞれの経
けい

験
けん

を語
かた

るミーティングを
行
おこな

ったり、家
か

族
ぞく

相
そう

談
だん

を行
おこな

ったりしています。

自
じ
助
じょ
グループ（P.18）

依
い

存
ぞん

症
しょう

から回
かい

復
ふく

したいと願
ねが

う当
とう

事
じ

者
しゃ

による活
かつ

動
どう

団
だん

体
たい

です。薬
やく

物
ぶつ

依
い

存
ぞん

症
しょう

の自
じ

助
じょ

グループとして、ナル
コ テ ィ ク ス・ ア ノ ニ マ ス（NA：Narcotics 
Anonymous）、薬

やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

を持
も

った家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

の
自
じ

助
じょ

グループとしてナラノン（Nar-Anon）が知
し

ら
れています。特

とく

定
てい

の施
し

設
せつ

を持
も

たず、公
こう

民
みん

館
かん

や教
きょう

会
かい

のスペースを借
か

りて、回
かい

復
ふく

プログラム（12stepプ
ログラム）に基

もと

づくミーティングなどを行
おこな

います。

�

出
しゅっ

典
てん

：厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

「ご家
か

族
ぞく

の薬
やく

物
ぶつ

問
もん

題
だい

でお困
こま

りの方
かた

へ」

　薬
やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
症
しょう
の人

ひと
を支

ささ
える機

き
関
かん
はいくつかありますが、次

つぎ
のよう

にそれぞれできることがあります。
　回
かい
復
ふく
には、そのときの状

じょう
況
きょう
や段

だん
階
かい
に合

あ
わせて、上

じょう
手
ず
にこれらの

機
き
関
かん
を利

り
用
よう
することが大

たい
切
せつ
です。

　「（自
じ
分
ぶん
や家

か
族
ぞく
、知

ち
人
じん
が）薬

やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
かもしれない。」と思

おも
ったら、

一
ひと
人
り
で悩

なや
まず、また一人

り
で解
かい
決
けつ
しようとせず、まずはご相

そう
談
だん
ください。

どのような医療機関や
相談機関があるの？
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